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テキスト 1語文頭 ％ 10語及びそれ以上文頭 ％ 緩長語数
至 『アフリカの農園』出だし 10／30 33．3 2／3◎ 6．7 王4
嚢 “翼”より 1312娃 54．2 312畦 12．5 2δ
嬢 手紙より 15／28 53．5 8／28 28．5 23
揮 新聞記事より 17129 58．6 1／29 3 10









テキスト 主　　語 ％ 副　　詞 ％ そ　　の　他 ％
1 21／30 69 9／30 31 一 0
H 18／24 75 5124 20．8 （昌的語）1124 4．2
匿 21／28 75 6／28 21．4 （動詞）1／28 3．6
w 16！29 55．2 13129 4娃．8
V 13／2畦 54 10／24 42 （霞的語）1124 4













































53．8％ 97．4％ 2．6％ 6語 1r
　今日3人のすぐれたエッセイストと称せられる人に、ヤコブ・パルダン（jacob　Paludan
1896－）、ペア・ランゲ（Per　Lange　1903－）、スティーン・ラスムッセン（SteeR　EIIer　Ras・
musse籍1898－）がある。ここに、最近のラスムッセンの1新聞記事を図表化してみたところ、
（Berlingske　Aften　1978年4月28日‘‘De　og　Du”）非常1こ共還点があることが認められた。（cf．
添付表S．E。R．）1人の作家にも種々の文体があることは周知の事実であるが、　Blixenの場合もこ
のテキストWで見るように彼女の短編や姻人宛の手紙とは内容を異にし、また読者の層や掲載さ
れる場所によって、新聞記事に適した文体をつくりあげている。夢、アラビヤ公使館への鋤きか
け、失敗に終わった計画、それに対する急速な反応、遂にベルリン行きに成功するなど、その内
容は次々と動いてゆく。1人称jegの形で、虚構の世界を描くのではなく、現実の世界に立っ
て、作者の想像と思考のおもむくままに綴っていく。特に強い感情を表すための文頭要素（主
語・副詞以外のもの）を用いず、また文体を練るための非常に長い主語や副詞文頭は晃られない
が、二、三の感情の節が、やや長い副講文頭を持つ文中に認められる程度である（el）、　彰の、　eeg））。
　2．1．文のバランスという点から考えてみると、文頭が極めて重く文尾が短いものは、二、三
の例外を除いてはみられない。目立つ文は戦争が始まった時の作者の気持ちを表した個所（文頭
7語～文尾2語）と（cf．⑪）、ホテルへ着いたら役人2人が待っていた偲所（文頭9語一文尾2
語）（（｝f．llg＞）で、ここには他の文より強い心理的な動き（弼えがたい気持ち、驚き）がみられ
る。
2．2．作者が願っていた仕事が得られ、その喜びを現わしてから（cf誰91）ベルリンへ行くこと
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に決める（cL㈱）までは、1文の平均が9語強と短く、テンポが速くなっている。これは喜び
ではしゃぐ作者の気持ちと、次々と計爾を練る、急ぎ高まる作者の気持ちと一致する。
　3．主文中の動詞を一瞥した暗、平易なものばかりだというE豫を受けた。そこで外国人向の
デンマーク語初歩会話書Laer　at　tale　dansfe（1964）（2°）のOrdlisteにあたってみたところ、テキ
スト中の動詞はすべてそのリスト中に選ばれた語彙であった。これは新聞が巾広い読者を持つ、
という点からみて、最も望ましい語彙を選択したと書える。
　また、動詞の種類からみると、他動詞（15）自動詞（11）、助動調（9）であるが、他動詞中に
も状態を示すものが多い。この点は、前國までにみたテキストの状態記述を主とした動詞と職じ
種類のものであるといえる。（cf．テキスト1～鍍考察3）
　4．節を含む文が全体の半数以下である（13文、44．8％）ことは、テキスト金体が複雑な構造で
はないということである。複文の中でも、atで始まる名詞節の多くは口語においても用いられる
類である。（cf．（7）…ta）nkte　mig　da，　at…　⑬…jeg　Forstod　at…　図…sagde　tii　RM．　at…　⑯
… sRrev　R．H．　til　mig　at・一）次に晴を表す副詞節（α1＞、⑳）や、比較、理由を表す副詞節（⑲、
㈱）なども決して書き言葉とは言えない程、q語と共通した表現である。しかし、節の申にも口
語から遠い表現も見られる。例えば挿入された、いわゆる“引用する文”（4）…sagde　vi，…　⑳…
，mente　jeg…　などは、口語ならば普通、文の始めか最後に、　vi　sagde　at…とか…，　sagde　vi．と
か入れるところであろう。最近そのような場舎、引用される方の文は引用符“”を用いないで
地の文として書かれる場合が多くなり、Blixenも例外ではない（21）。更に、この引用する文を挿
入する位置が、Blixenの場合しばしば特徴的であることが指摘されている（cf．　Albeck，59）（2「〉。
㈱は節の中にまた節を含むただ1つの文である。それにもかかわらず、全体的にみて、すぐに読
んで意味がとれない程こみ入ったものは1つも晃られない。平易で読みやすい文からなっている
といえる。
　5．使用されている形容詞用法の語は大部分が品詞的にもともと形容詞である語で、名詞の所
有格や動詞の過去分詞（⑳濤gmands，⑬lu甑ede（10　beveeget）なども混じっているが、ごくま
れである。「最も必要とされる語（23）」が過半数（54．2パーセント）を占めるが、動詞の場合可能
であったように、すべての形容詞をこのグループから選ぶことはできず、残り（45．8％）は、
bestandige，　arabisk，　lykkeiig，　uu（lholde至ig，　lukkede，　politisk，　　eerligt，　fordomsfri，　maコ9tig，
beveegetなど、リスト（ordliste，　cf．　Laer　at　tale　dansk）1こ記載されていない語であっ1た。
　このことからここに使用された語彙の巾の広さがわかる。しかし、り1トに記載されていない
語も、1語1語について、どれほどの頻度で用いられている語かがわかれば、Blixenが如何な
る読者を対象にしているか、あるいはできるかがわかる。
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　その他、修飾的、また述語的に形容詞を重ねることによって、文を「練る」といった操作は認
められない（cf．テキスト1）この点は短編の場合と異なる。
　このテキストで特に注霞される点は、いまだ外国語という感じを与える形容詞（＋名詞）を混
入していることである。（後述・9）
　6・文の接続についても、等位接続詞men，　ogが使用されており、従位接続詞は見当らない。
この点は、他のテキストと岡じである。短編や手紙などに比して、簡潔さ、歯切れの良さを予期
できる新聞記事であるが、蔚述した、文頭の副詞が文の接続を滑らかにする役を果たしている。
　7．感覚的な表現とみられる、色彩、嬢、音、触覚に関する記述は見当らない。ただ⑨の分析
で述べたように、「雷になるjdet　trak　op　til　Tordenと言う成句で「けんかになりそうな様子」
と転意しているため、音の感覚表現、といってしまえるかどうかは疑問である。
　8．Blixenが短編や手紙の中で頻々と駆使した比喩に関しては、このテキストに麗する限り、
一、二の文を除いてあまり記述することがない。ただ考えられることは、⑧で述べたように‘og
forb三nde　Valfarten　med　et　Strejftog　l　det　lykkelige　Arabien．’の文中で、‘Strejftog’〔急襲〕や
lykkellge〔幸福の〕といった語から受ける感じは、彼女が夢を実現して、アラビヤの各地を心お
もむくままに訪ねて楽しみたい気持ちを表す比喩的表現と考えてもよいのではないだろうか。た
だ⑨項で指摘した「雷」に関する表現は、第二次世界大戦のきざしが現れた盤界情勢を比喩的に
表している箇所である。
　新聞記事に比喩的表現を使用することが不適当であるとは言えないのは勿論であるが、出来る
だけ「客観的」な記述を要求されるレポートの序では、極めて手っとり早く、それを自分が書く
に至った過程を読者に知らしめる必要から、1つの事柄を比喩のように他のことがらや関係を借
りて表現するよりも、直接に、間違いなくそのことが理解されるような表現を絹いることになっ
たと思われる。比喩的表現においてこそ、作家のもつ心の世界、イメージの世界の深さや面臼
さ、複雑さを読者はくみとる事ができるのであるが、新聞記事などではこの作家の本領は充分に
出し得ないようである。
　9．デンマークで生れ、圭にその国で教育を受け、後ケニヤで17年間生活したとはいえ、
Blixenが主要な文学作品を先ず英語で書いたことは驚きである。そのうえ、彼女は英語以外の
t
外国語をも作品の中に適当に散在させることができる。それらの中にはラテン語やギリシヤ語を
はじめ、独語、仏語、イタワー語、スワヒリ語などがある。Blixenと外圏語について、筆者は
“ 「詩人の使翁」一一｝｛er磁caとの関係において”（大阪外大学報41号、1978，　pp．1◎1～102）で
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少し述べたが、今ここにみるテキストでも明らかにすっかりデンマーク語になっていない二、三
の外国語が顔を出していることに気づいた。
　⑮のflair、㈲のdocument　humainは仏語から来ており、⑳のpiain　sai｝ingは勿論英語の成句
である。（蘭2つはNudans　k　eTdbogには含まれている。）作家の好みもあって、外圏語を用いな
い他の作家の作品群の中で、彼女が外国語を用いている事実は文体上の1つの特色となってい
る。
　当時のデンマークの文学の主流はあくまでもリアリズム文学であり、そのテーマとしては、主
として現実のデンマーク入とその社会の問題が取りあげられていた。このような状況の申で、
‘異端者（24＞’としてデビューしたBlixenは、デンマーク文学にエキゾチシズムをもたらしたと
言える。このエキゾ｝シズムの表面に表された小さな現象として、外圏語を的確に、また適所に
使用したことが指摘できるのである。
　意識的にこのエキゾチシズムを作品中にふりかざそうとしたのではなく、Blixenとしては的
確に母国語で表現できない心的状況や物事を、よりふさわしく醤える外国語を知っていたので、
どうしても、使わざるを得なかったのではないだろうか。
　Blixenがa”　document　Humainという場合、単にデンマーク語が読まれる狭い範囲でのヒュ　一一
マン・Fキュメントというより＼より広い世界の人々からも、そのように見られる遣産、「全人
類に知ってもらいたい記録」をつくるといった抱負がひそんでいるのではないかと思う。⑳の
plain　sailingもデンマーク語に訳せないわけでは決してないが（2s）、この2語だけが英語であるた
め読者の黛をひき、鮮明になることで、「仕事は簡単にとんとん拍子に運ぶだろう」と思ってい
た自分の考えを強調させることになる。
（油）
（1＞Yernen＝・　Arabia　Felixをデンマーク語でdet　lykkelige　Araもlen（幸福なアラビヤ）と呼んでいるが、紀元葡に都市文化
　　が盛えた南部アラビヤを懸す。
（2＞　テキスト1～畷は本校「中北欧共岡研究J（1980年〉中に発嚢している。
（3）‘Hegetica’綴端者｝の意、1948　一・　53年発行の文学雑誌、　BLIXENは48年4、5号にこのテキスト揮を、53無の最終号に
　　短編「夜のコペンハーゲンでの対謡」（Samtale　om　Natten　i　Kφbenhavn）を掲載、詳しくは大阪外大、学報41号1978、
　　　PP，91～109。
（4）　その他の6つは、En　Baa｝tale　med　14　Aars　Forsinkelse，　Fra　Leegmand　ti｝Leegmand，　Gensyn　med　England，　Om
　　　沢etskrivning，　H。C。　Branner：‘‘Rytteren”
（5）実際には三914～31年の17年間であった。
⑥彼女の母方はデンマークでは少数のユニテリアン派に属しており、Blixenはこれにあまり好意的でなかった。
⑦　彼女から家族の者へ宛てた手紙には資金のないことを繰返し述べている。
⑧30年代印税が入るとマサイ課謹地に子どもの病院を建てたいと思い、アルバート・シ、、ヴァイツァーの忠告をうけた
　　が、その額は充分でなかったという。（cf．　The　Life　and　Destiny　of　lsak　1）ine∫en，177）
（9）　　（cf．犀軽上P．142）
㈲　この事実は騨アフリカの農囲醤第配章ヂ戦時中のサファリ」P・206ictwいている。
鱒　1936無ロンドンで国際連盟派遣委員の資格を得たことから察して。
⑬紙閥社Politlken（1844隼創立、現在約14万部の朝刊を出す。）デンマークで3番霞にできた、急進派の機閣紙
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㈹　cf．レコード‘Karen　8iixen　FortおHerに吹きこまれたスピーチ中、夏nd｝ednlng‘∫eg　er　en　storyteller，　efi　forteellerske’
働　cf．　SNnonym　ordbog，　Politikens　Forlag，1973には掲載されている「flair　se　instinktj　p．84
｛15｝cf．（「夜のコペンハーゲンでの対話」，184）（大外大41号，96）時代を越えて芸術作昂の中に生きたいという彼女の望み
㈹　cf．　E　ssays，‘En　gammel　helt　i　Bremen’
働　cf、　DanmarkS　Historie　14，33
⑱der勢人称構文を趨解する範雛は英語の雰人称構文よりずっと多くこの場合、不定主語en　Interesseを文頭に持ってく
　　る箏はできない。文頭に不定の虫語が来る場合、意味は既知形〔……というもの〕といった意味をもつので、それでな
　　い時はder構文が用いられる。
（鴎　Hans　K三rk（1898－1962）代衰作貰甑eme（1928）〔漁罠たち〕の著者
㈱　Noesgaard：De　nφdv⑬ligste　dans｝⊆e　ord中にあるものに〔○印〕をつけてリストにあげている（PP．202～2娠）
⑳　cf．　Albeck：1）ansk　stitistilt（P．55）
⑳　Aibeck（p．59＞
⑬　cf．　Lcer　at　tale　dαnsk，　Noesgaavd，◎rdRste．
㈱　当時の文学主潮とはあまりに異なっていた。
㈲　cf．　B。　Kja］rulff　Nielsen；Engeisit・danskordbog，　Gyldenda｝，1964．
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1920年　（35）
1923肇三　（38）
1924年　（39）
1925年（40）
1926年　（41）
1927年　（42）
1929年　（44）
1931年　（46）
1934年　（49）
1935年　（50）
1936年　（51）
1937年（52）
1939年（54）
1940年　（55）
1942年　（57＞
1944年　（59）
1948年　（63）
12月に再度、夫と帰国。
12月6日弟トーマスと共にまたアフリカへの旅につく、ロンドンより
マルセイユ経由、30日モンパッサ着。弟は以後数年に亘ってKaren
Coffee　Co．を助ける。
弟、12月中ばデンマ～クへ帰国。
母（当時67歳）とトーマスと共にケニヤにカーレンを訪問、11月3日モ
ンパッサ着。
約9ヶ月、デンマークでの休暇の後、アントワーフ゜から12月25日ケニヤ
へ帰る。‘Ex　Afrlca’がTilsk縫erenに掲載さる。正式に離婚成立。
Georg　Brandesに手紙、原稿送る。5月Sanhedens　Heevn〔真実の報
復〕Tilskueren誌に発表さる。
母、再度一人でケニアへ。
Denys　Flnch－Hatt◎n家1こ紹介さる。
母危篤のため一時帰国す。（5月）
Denys　5月14日、飛行機事故のため死す。（5月）
農園を売却、ケニヤを去る（5月31H）“モントラ”培でマルセイユ
へ、弟トーマスに禺迎えらる。
処女作r七つのゴシック物語9出版（英語版）。その収入を基金にケニ
ヤのマサイ保護区に子供の病院を建てようとし、アルバート・シュヴァ
ィツアに相談にのってもらう。
アビシニア戦争起り、ロンドン政府にアフリカ行の許可を取ろうとした
が果さず，後、国際連盟の派遣委員の資格を得、ジュネーブへ急ぐ。
しかしアフリカ行き実現せずロンドン経由、デンマークへ帰る。
処女作のデンマーク語版出版。
「真実の復しゅう」王立劇場にて夜間上演される
『アフリカの農園』（英・デ語版）出版
母死す。
新聞社ら‘ポリティケン”の特派員としてベルリン滞在（3月1日～4月
2日）
丁冬の物語』出版
以後13年間にわたって4圓の手術と2園の治療をうける。
躍立病院、セント・ルカ病院、ヒラロード病院、陸軍病院、市民病院を
転々とする。
Plerre　Andr6zelペンネ～ムで『報復の道』9月1日出版デンマ～ク語
版は秘書による翻訳。後、スウェーデン語版（45年）英語版（妬年）ア
メリカ版（47奪）とつづく。
Kereticaに“戦時下のある躍からのレポード第4号、5号に掲載さ
る。
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“正字法について”発表。
デンマーク王よりIngenio　arti授与さる。
rファラー』出版、3月23日ラジオで放送。
“
銀板写真”発表、1月1日・7日ラジオで放送。
出版界よりその年の月桂冠受ける。
『枢機卿の第三の物語』出版
『バベットのきょう宴』出版（すでにラジオで1950年11月2媚朗読済。
又、アメリカのレディズ・ジャーナルにて発表済）
“
夜のコペンハーゲンでの対話”Heretica誌の最終号に掲載。
“
不死の物語”俳優Bo猷Ipsenによりラジオで朗読さる。
r三4年遅れの講演』禺版、（すでに52年10月N・ザール師範学校でなさ
れたもので、1953年ラジオで放送されたもの）（1939年コペンハーゲン
で開催された鼠際嬬人大会に講演を依頼され、ことわったことがある。）
3月に短期聞ストックホルム滞在、5月16～24臼パリ滞在。
次の年にかけて、病状悪化、生きのびることは函難と思われた。
『幽霊馬』Isak　Dlnesenの名で出版。（すでに50年12月15β1籍geborg
Bramusによってラジオで放送され、1951年アメリカのレイディズ・ジ
ャーナル紙に掲載されたもの。）
文部省よりH．C．Andersen賞受ける。70歳の誕生日（4月17日）挨拶を
吹込み、作品“マント”放送、7月1日～4H、入院検査、7月27H手
術、12月ilHPt度入院。
1月13日手術25日退院、S月ロ～マ訪閥、クリスマス～正月休暇はフユ
ン島の親戚、Wedellsborg城で過す。
『最後の物語』11月4日出版、v一マで祝い、その後パリ、vンドンへ
旅行。
頁enrl　Nathansens　Mindelegat，デンマーク批評家の賞を受ける。
アメリカン・アカデミーの名誉会員に推される。
クリスマス～正月休暇はフユンの親戚で。
3月病気悪化、しかし仕事は続く、Skeebne　Anekdoter－Anecdotes　of
Destiny。〔運命の逸話〕IO月13日発行、英語版、米語版も出る。
5月24臼～27日、弟とハムブルグに1日知入、最初のアフリカ行の船中で
出会ったドイッ将ee　Paul　von　Lettow－Vorbeckを訪ねる。
家、屋敷を如1醗に持ちつづけるかについて計画する。妹・弟2人と共に
Rungstedfondとし公共のものとするため寄贈した。庭は鳥類保護区に
指定さる。
10月11日より出版社からの招待でアムステルダム旅li　4　B闘、特別に
用意された白馬に引かれた馬車で市中を行く。
フォード・ファウンデーションの教育推進基金から招待でアメリカ訪
問。
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1月2H～4H、アメリカン・アカデミーなど各所で講演を行い、アサ
ー・ ミラーやマリリン・モンW一などとも会う。
“王の手紙”“ヘロデ王のワイン”（バラバスに関するもの）‘‘青い眼”
などを物語る。途中1週間の入院などもあったが、誕生日に帰国の途に
つく。Henrlk　Pontoppidan賞受ける。妹エレン死す。
　　　　　　　　　　　　　
の
「真実の復しゅう」マリオネット劇、ギュルデンダル出版社の劇場で上
演、10月3日テレビ劇場でも上演。
デンマーク・アカデミーの会員となる。
f草原の景須出版、英・米版も出る。
Rungstediundにセントラル・ヒーテKング入れるなど修理が行われ、
その間コペンハーゲンの爾方、秘書のClara　Sve記sen宅へ移る。
仕事を続けるが、健康ますます悪化、6月には入院、病院の中で推稿、
10月末退院、帰宅、クリスマス～正月の休暇は岡じ親戚で過す。
6月25日、パリーへ旅立つ、テレビのインタビユ～などもあった。
7月9日帰宅、オルドス・ハックスレイなど客多し、クリスマスは家で
祝う。
モニカ・スターリング、パルメニア・ミーゲル、エクストロムなど多く
の客来る。
ピーター・ビァドのアフリカ滞在について話をきく、すきな本を何度も
読んで過す。
前からねかしてあった仕事つづける。雑誌などに記夢書く。
9月7日、モハメダンの休患にあたる金曜鷺一午後五時菟す。
“
我山に向いて醸をあぐ……”が朗読され、アフリカを去る蒔に人にも
らったトルコ石の銀の指論と、アフリカ農園から持ち帰った一握りの土
と共にエヴァルの丘に埋葬さる。
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